
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

震災後の
一 時帰国にみるフィリピン 系第 2 世代 へ の 教育戦略

一
教 会にお けるフィリピン 系 コ ミュ ニ ティを通して
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1．問題設定と課題

　本研究は ， 震災後の フィリピ ン人女性たちの
一
時

帰国を事例 に ， 女性たちがホ ス ト家族と出身家族と

の 狭間で い かに動態的に第 2 世代の 子どもの教育

戦略を意味づ けて い るの かを，そ の 隈界とともにトラ

ン ス ナシ ョナル な視角から記述 ・分析することを 目的

として い る。

　これまで 東北地方は，1980 年代 以降 主として韓

国・中国・フィ リピン か ら来 日 ， 定住する結婚移民女

性 に よっ て 知 られ て きた が
，

「農村花嫁」として の 結

婚とその 成立期間の 短さによっ て 「イン ス タン トお見

合い 結婚 」あるい は 「家父長制 」の 維持・強化が強調

され，家庭領域に潜む 「人権問題 」が盛んに言及さ

れ てきた ことでも知られ て い る（宿谷 1988，佐灘 扁

1999）。その
一

方 近年では既存研究が女性たちを

従属的な地位に 置き，「被害者」として 扱 っ て きたた

めに 「多重 に 周辺 化された状況 に応じて ，主体的か

つ 戦略的 に行動する行為者」（賽漢 201L　p．　 ii）と
捉える経験的研究が希薄 で あっ たと総括され て い る

が
， 教育戦略を編み出す女性たちの資源動員 の 過

程やそこ にみ られ る主体性は ，依然として可能陸と

して の 言及にとどまっ て い る。それゆえ，女性たちを

「被害者 」とする支配言説か らの脱却と同時に，第 2

世代 の 学校適応や学業達成をも含め て，女性たち

が い か なる資源を動員して い くの か を架橋する作業

が 目指される必要 が ある。そ の こ とは，東北地方 に

おける 「震災後の
一

日剞帚国」の 意味づ けが，「日本人

の 家族を置い て
一

人 で 逃げた…自己 中の 妻 」（李

2012，p．73）とする表象へ の 懸念にあるように，教

育戦略を 再構築する資源として で はなく「ホ ス ト社会
の 同化規範」を強調する逆コ

ー
ス を辿る傾向に ある

ことか らも，一時帰国を選択する女性たちの トランス

ナ シ ョナル な生活世界への 理解を促す経験的研究

は ， 今後重要な意味を持っ と考える。

　以上を踏まえ本研究で は ，震災後 の フ ィリピ ン 人

女 性たちを対象とするこ とで，
一
時帰国 の 選択をめ

ぐる動態的な資源動員の 過程そ の もの を描き出 し，
それを通じて フ ィリピ ン 人女性 が い か に教育戦略を

再構築してい るの か に焦点を 当て る。

2．分析の 枠組み

　本研究が 対象とするフ ィリピン は，結婚移民 の 代

表的な送り出 し国として繰り返 し指摘されて い る

（Parrenas　2001，　 Constable　2004）。その 背景に

は，配偶者を海外先進国に求め るこ とで ，自らは出

身階層の 貧困あるい は離婚に伴うス ティグマ か らの

回 避 を 可能にする
一

方，送金を通し
， 出身家族にも

事後的な階層上 昇をもた らすとい うグロ
ーバ ル な結

婚戦略があり得る。Constable（2004 ）は ，
これを 「グ

ロ ーバ ル ・
ハ イパ ガミ

ー
」と定義し，結婚を通して 国

境を越える移民を位置づ けた。また Charsley（2012 ，

pp．14−15）は，これ ら結婚移民には 「  国際結婚 の

ため の移動，  連鎖移民，  第 2 世代の 母国で の

結婚」の 三類型があり得るとし，本稿で扱うフ ィリピン

人女性は ，その 来 日経緯か ら類型  および   に跨

っ て 定義される ことに なる。

　注意 したい の は，フ ィリピ ン 人女陸は，結婚によっ

て 国境を越えても，む しろ積極的に 母国との 紐帯を

維持 し
， トラン ス ナ シ ョ ナル な家族を形成して い ると

い う点にある（Parrentts　2005）。女性たちは移住に

よっ て 物理的な醐 ［亅を経験してもなお，送金の 義務

を果たすだけで なく，
一
時帰国や情報通信技術を

駆使し，出身家族との紐帯を維持して い る。そ の こと

は ， 移 民の 実践が単に ホ ス ト家族 へ の 同化を意味

するの で は なく，出身家族とに跨る 「トラン ス ナ シ ョナ

ル な社会空 間」の なか で ，経済・社会 ・文 化
・宗教・

情緒的紐帯を維持する社会関係が生起して い ること

を示 して い る（Levitt＆ Jaworsky　2007）。この よう

に，本研究ではトラン ス ナシ ョナ ル な視角によっ て
一

時帰国に注 目し， その 行為 陸に焦点を当て て いく。

3．調査地とデー
タの 概要

　対象は東北地方の 1市で ある。 1市は，漁業・水産

加 工業を中心とする産業基盤と，中国・韓国・フ ィリピ

ン からの 結婚移民 が多く生活 して い る点 に 特徴をも

つ 。注目で きるの は ， 震災以降，
1市の カトリック教会

を受け皿 に した教会組織による支援が長期に わた

っ て 展開され て い るこ とで ある。 それによっ て，1 市

で は 2011 年 11 月から， 月に 1度 正式 にタガ ロ グ
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語 ミサが開始され，教会 の フィリピン系コ ミュ ニ ティ発

足が 目指された 。

一
方筆者は，1 市の フ ィリピ ン 人女

性 の 「連れ子 」として来日した 1．5世代の学習支援を

行 っ て おり，高校受験を終えた 2012 年 3 月 に は そ

の 母親を通して フィリピン 人女性の イン タビ ュ
ー（8

名）を実施した。翌月からは，フ ィリピン 人リ
ー

ダ
ー

を

通して教会の タガ ロ グ語ミサと週末 の 日本語ミサに

継続的に参加させてもらい ，フ ィリピン 人神父や シ ス

タ
ー

， 日本人信徒 にも聞き取りを行 っ た。また，ミサ

後は女性たちが起業 した 「お店 （＝フ ィリピンパ ブ）」

で の 参与観察と，夛購 造化イン タビ ュ
ーを実施した。

4．震災後における女性たちの
一

時帰国
一

資源

　　動員の 過程と教育戦略としての 意識 の 表出

　震災後，女性たちの
一

時帰国を捉 える上 で 見逃

せない の は，タガ ロ グ語ミサの 開催によっ て 地域社

会に点在して い たフィリピン 人女性 のネッ トワ
ー

ク化

が進行 し，女性たちの 起業・就労を支える資源として

相互 に 活用され て い る点 で ある 。 注 目す べ きは ，日

本人男1生が震災を機に離職／失職するなか ，女性

たちに は 「エ ン ターテ イナー
」として の 経験を生 か し

た 「お店」の 起業・就労がみられ ることに ある。 そこで

は ， 教会コ ミュ ニ テ ィで 知り得たフィリピン人女性，そ

れも「水産加 工 」の現場が被災・失職した女性たちに

就労斡旋がみ られただけで なく，逆に 日本人男1生が

失職した女性 の 側からも，起業した女性に 自ら声を

か けて お り，フ ィリピン 人女性ネ ッ トワ
ー

クを介した相

互扶助的な就労斡旋が認められた。
ここで ，

「お店」とい う女性たちの 就労の 場を捉える

上で 重要なの は ， それが興行 ビザにより「管理／搾

取される空間」とは質的に異なっ て おり， 女性たちの

密なネッ トワ
ー

クに支えられた 「楽しい 」場として構成

され て い ることにある。とくに
一

時帰国との 関連から

注目したい の は，「お店 」で働く女性たちは，「1人ず

つ 交代で フ ィリピン に帰る」とい う戦略を採用してい

たこ とにある。この 理 由を，女性たちは 「お店をみ ん

なで 守る／支える」ことで 「み んながフ ィリピン の 家族

に会え る」とい うこ と， そして その 根底にある「み ん な

フ ァ ミリ
ーが 大事 」とい う「家族 中 心 主 義」（額賀

2012）の規範を強調して 説明した 。 しかもこの 規範

は ， それが 「お店 」で働きながらの 「身勝手な
一時帰

国」や 「他店 か らの 引き抜き」の 自戒として働き，「お

店」の 経営維持と連動する組織文化として根を下 ろ

す点で 注 目に値するもの とい える。女性たちの
一

時

帰国に お い て 「家族中心主義の お店」の存在は，
一

時帰国に おける資源となっ て い たの で ある。

　次に，こうした戦略に よっ て成され る
一

時帰国をト

ラン ス ナ シ ョナ ル な視角か ら捉え ると，そ れ 自体完

結したもの で はない こ ともわか る。 第2 世代の 子ども

を連れて
一時帰国した女性 の なかには ， そ の 教育

意識に変容が 見出されるからで ある。

　すなわち，一時帰国によっ て第 2 世代 の 子どもが

「フィ リピン家族の
一
員」として認識されることにより，

フィリピン人女性は 日常的に 「フィリピ ン 人 であること」

を抑制するホス ト家族の 同化規範に強い 葛藤を抱い

てい た。それ により，2 回目以降の
一
時帰国は ，第 2

世代の 子 どもに 「フィリピ ン 人で あること」を確認させ

るとい う別様な意味づ けが認 め られ た の で ある。とく

に
一

時帰国を通して ，フィリピ ン 文化 の 象徴の
一

つ

として行動様式に結び付 い て い る宗教実践は，〈日

常的な家族の 結合〉を意味するもの として高く価値

づ けられ るとともに，
一

時帰国の際に は ，専らそうし

た宗教実践を通 し，出身家族との
一

体性を求め ，
「出身家族の

一
員で ある」とい う帰属意識の 確立 ・共

有を狙っ た教育戦略を実践して い たの である。

5．結論と課題

　震災後の フィリピ ン 系コ ミュ ニ ティの 隆盛は目を見

張るもの がある。とくに，地域に点在するフ ィリピ ン 人

女性の ネットワーク形成・維持の場として の エ ス ニ ッ

ク教会の役割は無視し得ない 。 とりわけそれは ，
一

方で は女性たちの
一
時帰国を支える連帯を生み 出

し，教育戦略として の 意味づ けへ と
一
時帰国を再構

成する女性の行為性 へ と結実して い たか らで ある。

　しか し他方で ，産業基盤 の復興に伴う「お 店」か ら

の 離脱を通して，教会 コ ミュ ニ テ ィは 急速 に衰退して

い く。 とい うの も，震災後も「お店」で働き続けるこ と

は，フ ィリピン 人女性に付 与されるネガテ ィブなラベ

リン グを強化し， とりわけフィリピ ン 人 同士の相互不

信を引き起こすトリガ
ー

になっ て い たからで ある。 そ

れゆえ，その 関係 が引き継がれた教会 コ ミュ ニ ティ

内部 で は，「お店 」の 就労を継続 する女性たちとの

間で相互 不信が 芽生 えてい く。そ の 文脈 の もと，タ

ガ ロ グ語ミサ の 中止 が 内部的に決定されるや，事実

上，教会コ ミュ ニ ティ は解体されたの で ある。

　女性た ちが ア クセ ス で きる資源 として の エ ス ニ ック

教会との か か わ りが 制限され てい くなか
， 今後 ， 第 2

世代の 子どもを取り巻く女性と第 2 世代 の 子どもの

世代関係 には，より
一

層 の 困難が 予想されるこ とに

なる（Foner ＆ Dreby　2011）。女性たちの 文化伝達

をは じめ，い か なる資源，戦略が用い られ，第 2 世

代の 子 どもの アイデ ンテ ィテ ィの あり様がい か に規

定されて い くの かは，他の エ ス ニ ッ クグル
ー

プとの

比較によっ て検討する必要があるが，それにつ い て

は今後の 課題としたい 。

※参考文献等詳細は 当日の発表資料に記載する
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